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CKD診療ガイド2012刊行にあたって

2002年に米国腎臓財団 (NKF)が慢性腎臓病 (CKD)の概念を提唱してから，本年で

ちょうど 10年を迎えます 日本腎臓学会は社会に開かれた腎臓学会を目指しており，

重点課題としてCKD対策に取り組んでまいりました

ます¥日本人に適合した糸球体源過量 (GFR)推算式の作成により，わが国のCKD患者

さんが 1，330万人に達していることを明らかにしました.成人の8人に 1人がCKD

であり， CKDは21世紀に出現した新たな国民病です.このように多くのCKD患者さん

の診療は腎臓専門医のみではできません かかりつけ医との病診連携が必要となります

そこで，かかりつけ医を対象とした rCKD診療ガイド」を2007年に作成し， 2009年

に改訂いたしました

CKDという概念はわかりやすくをモットーに提唱され，わが国のみならす世界に瞬く

閏に広がりました その後，日本腎臓学会からも参加させていただきましたが， KDIGOを

中心に詳細な検証が進みました.同じCKDでも原疾患により大きく予後が異なることが

明らかになり，ます原疾患を記載することとなりました 次に，アルブミン尿-蛋白尿は

GFRとは独立したCKDの進行因子であることが明らかにされており， CKDの重症度分類

として推算eGFR(eGFR)のみならず，アルブミン尿(蛋白尿)の程度を併記するよう

になりました.

腎機能の評価法も今回改訂しました.これまでは血清クレアチ二ン値のみからGFR

推算式を作成しておりましたが，今回はシスタチンC値を用いたGFR推算式も利用できる

ようにしております わが国は高齢化社会であり，年齢を加昧した，かかりつけ医から

腎臓専門医への紹介基準が求められていましたが，腎機能の安定した70歳以上では

eGFR 40 mL/分/1.73m2未満を紹介基準としました.

また食事療法や降圧療法に関しての改訂にあたっては，日本糖尿病学会，日本高血圧

学会などの先生方，また小児腎臓病学会や日本薬剤師会など多くの関連の学会にもお世話に

なり，厚くお礼を申しあげます 週末を返上して本ガイドの作成にあたっていただいた

今井園裕委員長をはじめCKD診療ガイド改定委員会の先生方に深謝いたします

CKD対策が次第に実を結び，新たに透析を開始される末期腎不全の患者さんの増加に

最近やっと歯止めがかかりました.しかし，さらにCKD診療の向上を図る必要があります

本ガイドにより，腎臓専門医とかかりつけ医の病診連携がさらに深まり， CKD患者さんの

ために役立つことを祈念します.
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日本腎臓学会理事長

横野博史



CKD診療ガイド2012の発行に寄せて

CKDという概念が腎臓病診療に導入されて 10年が経過した.原疾患を問わず¥慢性に

経過する腎臓病を包括し，重症度を腎機能のみで規定する CKDは広く医学会に受け入れ

られ，腎臓病診療の標準化に大いに寄与したと思われる.この CKD診療の妥当性を再評

価する作業が KDIGOで2009年かう行われ， 150万人のデータをメタ解析した結果，

GFRステージ 3 (GFR 30'"'"'59 mL/分/1.73m2)をGFR45 mL/分/1.73m2で分化す

ること，および尿アルブミン量をすべてのステージ、で評価することで，より重症度を正確

に分けることができることが示された また CKDのリスクは原疾患で異なることもわ

かったこれらの結果か5，2012年より KDIGOのCKDの重症度分類は原疾患(cause

C)， GFR (G)，尿アルブミン値 (A)のCGA分類で記載することが決まった

このようなグローバルな動きに対応し， KDIGOの新しい重症度分類をわが国の CKD診

療にいかに活かすかという命題は，新しく変わる CKD診療のポイン卜を CKD診療ガイ

ド2012として公式に日本腎臓学会かう出版することで果たすことができたと確信して

いる.本診療ガイドは， KDIGOのBoardof Directorとして， 2012年に出版される AKI，

Glomerulonephritis， Anemia， Blood Pressureおよび Definition，Classification， and 

Stratification of CKDの5つのガイドライン作成に関与した委員長今井園裕を含む日本

腎臓学会の代表者と，日本高血圧学会 日本糖尿病学会 日本小児腎臓病学会の代表者に

よって作成された 本診療ガイドは 現在作成されている CKD診療ガイドライン 2013

と組踊がないように，木村健二郎委員長およびガイドライン作成委員により最新の論文レ

ビ、ユーのうえで確認いただいた 本診療ガイドでは，治療目標は可能な限り具体的に数値

化し，ステートメン卜として簡潔に記述した.本診療ガイドの内容は KDIGOのガイドラ

インの内容と一致することを目指したが わが国での診療行為や工ビデンスに基づいてわ

が国独自のステートメン卜として記載した部分も多い.これらは委員の先生方との議論に

基づいて形成されたコンセンサスである また，査読者からのコメントおよびパブリック

コメン卜を得て，十分検討して，修正し，完成した.CKD診療ガイド 2012の作成の過

程に携わっていただいた多くの先生方に深謝する

本診療ガイドは，わが国の保険診療を考慮して記載されている かかりつけ医が CKD

患者の診療に使用することで CKD診療の標準化と末期腎不全への進展阻止， 'l)血管病の

予防につながる要点が記載されている 十分に活用いただくことで， 1，300万人という，

まさに国民病である CKD対策に役立てていただきたい.

日本腎臓学会慢性腎臓病対策委員会委員長

CKD診療ガイド改訂委員会委員長

今井園裕
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